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平
成
２３
年
度
の
掉
尾
を
飾
る
、
当
東

播
地
区
の
剣
道
大
会
で
は
最
大
の
大
会

で
あ
る
「
第
３５
回
東
播
少
年
剣
道
大

会
」が
、
平
成
２４
年
３
月
２５
日
（日
）、

加
古
川
市
立
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

多
数
の
来
賓
、
関
係
者
を
集
め
、
に
ぎ
に

ぎ
し
く
始
ま
っ
た
。  

我
が
三
木
市
剣
道
連
盟
傘
下
か
ら
は
、

小
学
生
男
子
の
部
６
教
室
、
同
女
子
は

緑
が
丘
の
み
、
中
学
生
男
子
の
部
は
、
三

木
中
央
と
吉
川
の
２
チ
ー
ム
、
同
女
子

は
エ
ン
ト
リ
ー
が
無
か
っ
た
。 

開
会
式

で
は
、
松
本
敏
和
大
会
会
長(
加
古
川
市

剣
道
連
盟
会
長)

が
、
挨
拶
に
立
ち
、
感

銘
深
い
話
を
さ
れ
た
の
ち
、
当
大
会
が

加
古
川
市
立
総
合
体
育
館
の
内
、
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ず
、
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
に
あ
り
、
観
客
席
が
手
狭
に
な

る
な
ど
、
御
不
便
を
か
け
る
と
詫
び
ら

れ
た
。 

続
い
て
功
労
者
表
彰
に
移
り
、
東
播

地
区
１７
名
の
功
労
者
に
混
じ
っ
て
、
三

木
市
か
ら
は
神
澤
正
輝
・大
柴
敏
昭
・澤

田
薫
の
３
先
生
に
松
本
大
会
会
長
よ
り

表
彰
盾
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、 

 

当
地
区
の
県
民
局
青
少
年
本
部
か
ら
の 

支
援
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
を
生

か
し
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
取
り
組
み
も

見
ら
れ
た
。
大
会
の
進
行
役
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
中
学
生
に
任
せ
た
り
、
通
常
一

人
の
代
表
が
行
う
選
手
宣
誓
も
４
人
の

小
学
生
代
表
が
長
い
宣
誓
文
を
分
担
し

て
述
べ
た
り
す
る
な
ど
、
一
味
違
っ
た
運

営
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
当
日
配
布
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
各
市
代
表
１
名
の

作
文
が
掲
載
さ
れ
、
三
木
市
か
ら
は
吉

川
の
中
学
生
、
川
崎
将
平
君
の
作
文
「一

人
の
剣
士
と
し
て
」が
載
っ
た
。 

試
合
は
、
小
学
生
男
子
の
部
か
ら
始

ま
っ
た
が
、
三
木
中
央
、
自
由
が
丘
、
緑

が
丘
、
別
所
、
志
染
と
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
姿
を
消
し
、
わ
ず

か
に
吉
川
剣
道
少
年
団
が
明
石
の
「
あ

け
ぼ
の
少
年
剣
友
会
」「八
幡
少
年
剣
道

教
室
」(

加
古
川)

を
退
け
た
も
の
の
、
３

回
戦
で
強
豪
「印
南
剣
道
場
A
」
に
敗

れ
た
。  

中
学
生
男
子
の
部
は
２８
チ
ー
ム
が
エ

ン
ト
リ
ー
。
昨
年
準
優
勝
の
吉
川
チ
ー

ム
は
、
緒
戦
、
３
年
生
を
ず
ら
り
揃
え

た
「播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
」を
退
け

て
勢
い
に
乗
り
、
２
回
戦
明
石
の
「剣
道

場
明
武
館
」を
代
表
戦
で
破
っ
た
。
代
表

川
崎
の
見
事
な
メ
ン
が
会
場
を
ど
よ
め

か
せ
た
。
３
回
戦
で
は
「北
野
少
年
剣
道

教
室
B
」(

加
古
川
市)

に
３
―
０
、
準
決

勝
戦
で
も
竜
東
館
（高
砂
市
）を
３
―
０

と
圧
倒
、
遂
に
昨
年
涙
を
の
ん
だ
優
勝 

           

戦
に
駒
を
進
め
た
。
我
が
「吉
川
剣
道
少

年
団
」チ
ー
ム
は
印
南
ほ
か
強
豪
を
降
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し
て
勝
ち
あ
が
っ
て
き
た
「北
野
少
年
剣

道
教
室
A
」チ
ー
ム
を
寄
せ
付
け
ず
、

先
鋒
石
田
、
次
鋒
橋
間
で
は
や
決
着
を

つ
け
、
余
裕
の
勝
利
だ
っ
た
。
吉
川
チ
ー

ム
は
３
年
生
は
石
田
諭
史
君
の
み
。
小

柄
で
敏
捷
な
の
が
売
り
の
チ
ー
ム
だ
。 

こ
の
日
、
全
勝
の
石
田
を
始
め
、
橋
間

祐
久
の
コ
テ
、
川
崎
将
平
の
見
事
な
跳
び

込
み
メ
ン
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
味
を
出
し

て
去
年
の
準
優
勝
に
引
き
続
き
、
初
優

勝
に
輝
い
た
。 

        

 
 

 

 

思
え
ば
昨
年
６
月
の
「
兵
庫
県
少
年
剣

道
の
集
い
」で
十
中
八
九
手
に
し
た
優
勝

を
逸
し
、
無
念
の
涙
を
の
ん
で
悔
し
が
ら

れ
た
故
手
島
昇
先
生
、
照
覧
あ
れ
、
先

生
の
遺
徳
は
立
派
に
子
ど
も
た
ち
に
受

け
継
が
れ
、
先
生
の
教
え
を
守
っ
て
無
心

に
戦
っ
た
結
果
三
木
剣
連
初
の
、
中
学
生

優
勝
旗
を
手
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

【三
人
の
選
手
た
ち
の
感
想
】 

○
全
勝
し
た
石
田
諭
史
君
「後
が
し
っ
か

り
し
て
い
た
の
で
安
心
し
、
落
ち
着
い

て
戦
え
ま
し
た
。
」 

○
橋
間
祐
久
君
「前
に
負
け
た
相
手
に

勝
て
て
名
誉
挽
回
が
で
き
ま
し
た
。 

○
大
将
川
崎
将
平
君
「全
力
を
尽
く
し

ま
し
た
。
気
分
爽
快
で
す
。
」 

 

 

 

今
年
度
最
終
の
３
月
31
日
（土
）、
新

日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
兵
庫
が
主
催
し
、

県
、
神
戸
市
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
な

ど
が
後
援
す
る
「第
32
回
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
少
年
少
女
剣
道
大
会
」
が
、
県
立
文

化
体
育
館
で
行
わ
れ
、
兵
庫
・大
阪
・岡

山
等
の
少
年
剣
道
団
体
28
チ
ー
ム
が

結
集
し
て
優
勝
を
争
っ
た
。 

 

我
が
三
木
市
か
ら
参
加
し
た
の
は
、

「志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
」と

「三
木
別
所
少
年
剣
道
教
室
」。
試
合
は

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
各
学
年

男
子
（１
、
２
年
は
男
女
混
合
）、
３
・４

年
、
５
・６
年
各
女
子
、
そ
れ
に
中
学
生

男
女
別
各
学
年
通
し
の
個
人
戦
が
行
わ

れ
、
団
体
戦
は
、
小
学
４
年
生
以
下
の
低

学
年
の
部
、
５
・６
年
の
高
学
年
の
部
、
そ

れ
に
３
人
制
の
中
学
生
の
部
が
あ
っ
た
。 

成成
瀬瀬
沙沙
弥弥  

銀銀
、、
金金
井井
秀秀

真真
・・照照
井井
葉葉
生生
がが
銅銅  

 

個
人
戦
で
は
、
「小
学
１
年
生
の
部
」

で
、
22
名
中
、
志
染
の
金
井
秀
真
・照
井

葉
生
が
３
位
に
入
賞
し
、
「
小
学
３
・
４

年
女
子
の
部
」で
、
別
所
の
成
瀬
沙
弥
が
、

可
知
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（岡
山
）の

苫
田
紗
歩
と
接
戦
し
、
惜
し
く
も
敗
れ

は
し
た
が
準
優
勝
に
輝
い
た
。 

 
 

団
体
戦
で
は
、
別
所
が
低
学
年
、
高

学
年
の
部
各
１
チ
ー
ム
、
志
染
は
高
学

年
の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。 

 

志
染
チ
ー
ム
は
、
２
回
戦
で
、
早
く
も

優
勝
し
た
「己
勝
館
」チ
ー
ム
と
当
た
り
、

上
位
進
出
を
阻
ま
れ
た
。
同
様
、
別
所

チ
ー
ム
も
、
１
回
戦
を
も
の
に
し
た
が
、

３
位
入
賞
の
「成
文
剣
友
会
」に
２
回
戦

で
敗
退
し
た
。 

唯
一
健
闘
し
た
低
学

年
の
部
別
所
チ
ー
ム
は
、
接
戦
に
次
ぐ

接
戦
で
勝
ち
あ
が
り
、
遂
に
優
勝
戦
に

進
出
し
た
。 

冴冴
ええ
たた
檜檜
皮皮
采采
配配
、、  

稲稲
岡岡
奮奮
闘闘  

緒
戦
、
別
所
は
岡
山
県
か
ら
唯
一
参
加

し
た
「
可
知
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
団
B
」
と

対
戦
し
、
４
―
０
で
一
蹴
。
次
い
で
２
回

 先 中 大 

吉

川 

石田 橋間 川崎 

○メ  ○メ   

北

野

Ａ 

  ○コ ド 
原 木村 土井 

別別
所所
剣剣
道道
教教
室室
、、
粘粘
りり
のの
準準
優優
勝勝  

（（
低低
学学
年年
のの
部部
、、
団団
体体
戦戦
））  

――
第第
3322
回回
関関
西西
ブブ
ロロ
ッッ
クク
少少
年年
少少
女女
剣剣
道道
大大
会会  

 
 

 

優勝を決めた直後の 3人 

左から川﨑、橋間、石田の各選手 

念願の優勝旗をいただく吉川   決勝戦の試合結果 

チームの選手 
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戦
「平
野
剣
道
教
室
B
」も
難
な
く
退

け
た
。
３
回
戦
か
ら
は
さ
す
が
に
苦
し

い
戦
い
と
な
っ
た
。
こ
の
大
会
で
過
去
輝

く
実
績
を
誇
る
名
門
「
剣
竜
会
」
は
２

チ
ー
ム
出
場
、
そ
の
A
チ
ー
ム
と
な
る

と
、
た
や
す
い
相
手
で
は
な
い
。
常
勝

「
己
勝
館
A
」
と
、
選
手
層
の
厚
い
「
北

六
甲
台
剣
友
会
A
」を
降
し
て
３
回
戦

に
進
出
し
て
い
る
。
果
た
し
て
予
断
を
許

さ
な
い
接
戦
と
な
り
、
両
者
が
っ
ぷ
り
で

勝
敗
は
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
試
合
大

将
稲
岡
の
ド
ウ
が
チ
ー
ム
を
救
っ
た
の

だ
。
代
表
戦
で
あ
る
。 

檜
皮
監
督
は
１

本
負
け
し
た
次
鋒
二
杉
を
敢
え
て
指
名
、

そ
れ
が
見
事
に
当
た
り
二
杉
、
剣
竜
会

代
表
田
所
を
コ
テ
に
破
っ
て
ベ
ス
ト
４
に

進
出
し
た
。 

 

準
決
勝
戦
の
相
手
は
、
大
阪
の
「生
駒

剣
友
会
」で
あ
る
。
こ
れ
も
双
方
譲
ら
ず

代
表
戦
に
も
つ
れ
る
。
檜
皮
監
督
、
今

度
は
副
将
中
本
を
選
ん
だ
。
生
駒
の
代

表
宇
佐
幹
君
、
３
年
生
な
が
ら
個
人
戦

３
位
の
実
力
者
だ
。
し
か
し
、
中
本
落
ち

着
い
て
こ
の
相
手
を
メ
ン
１
本
に
仕
留
め
、

別
所
チ
ー
ム
は
遂
に
優
勝
戦
に
駆
け
上

が
っ
た
。 

 

優
勝
戦
で
別
所
チ
ー
ム
に
立
ち
は
だ

か
っ
た
の
は
、
「
可
知
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
A
」
、
チ
ー
ム
内
に
４
年
生
の
女

子
選
手
が
多
い
。
そ
れ
が
め
っ
ぽ
う
強

か
っ
た
。
先
鋒
成
瀬
沙
弥
、
メ
ン
の
１
本

勝
ち
で
幸
先
は
よ
か
っ
た
が
次
鋒
二
杉
、

中
堅
生
友
は
相
次
い
で
１
本
負
け
を
喫

し
、
１
―
２
で
苦
し
い
。
副
将
中
本
が
２

本
勝
ち
し
て
踏
ん
張
り
互
角
に
戻
す
。

さ
あ
大
将
戦
で
あ
る
。
大
将
稲
岡
は
こ

の
日
得
意
の
ド
ウ
が
よ
く
決
ま
り
、
個

人
戦
で
も
活
躍
し
た
。
開
始
早
々
コ
テ

を
と
り
、
優
位
に
立
つ
。
こ
の
ま
ま
逃
げ

切
れ
ば
優
勝
？
そ
ん
な
期
待
も
一
瞬

チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
脳
裏
に
よ
ぎ
っ
た
だ

ろ
う
が
、
相
手
大
将
苫
田
は
落
ち
着
い

て
い
た
。
す
ぐ
さ
ま
メ
ン
で
返
し
、
さ
ら

に
１
本
メ
ン
を
奪
い
あ
っ
さ
り
逆
転
し
た
。 

 

粘
り
の
別
所
も
、
あ
と
１
本
及
ば
な

か
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
試
合
経
験
の
不
足

も
あ
っ
た
し
、
駆
け
引
き
も
下
手
だ
っ
た
。

し
か
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
粒
が
揃
っ
て

い
て
、
平
成
24
年
度
は
ひ
と
暴
れ
し
そ

う
な
予
感
が
す
る
。 

 

な
お
本
大
会
の
大
会
会
長
は
、
三
木

市
剣
道
連
盟
会
長
、
高
橋
洋
三
氏
が
つ

と
め
た
。 

６６
高高
校校
5500

余余

名名
のの
春春
合合
宿宿  

三三
木木
ホホ
ーー
スス
ララ
ンン
ドド  

春
休
み
を
利
用
し
た
、
恒
例
の
高
校

剣
道
部
の
合
同
合
宿
が
、
武
中
敏
彦
三

木
東
高
校
剣
道
部
顧
問
の
呼
び
か
け
で

行
わ
れ
、
３
月
27
日
（火
）～
29
日(

木)

ま
で
の
３
日
間
、
充
実
し
た
稽
古
が
出

来
た
。
参
加
し
た
の
は
、
三
木
北
、
社
、

柏
原
、
三
田
祥
雲
館
、
小
野
工
業
、
三

木
東
の
６
校
、
生
徒
43
名
、
指
導
顧
問

ら
９
名
、
計
52
名
だ
っ
た
。 

 

２
７
日
、
朝
９
時
に
現
地
集
合
し
た
一

行
は
、
午
前
、
午
後
、
夜
と
３
部
練
習
を

こ
な
し
、
夜
の
稽
古
で
は
、
三
木
市
剣
道

連
盟
か
ら
も
高
橋
会
長
始
め
８
名
の
会

員
が
、
他
に
三
木
東
高
校
の
OB
達
も
含

め
る
と
10
数
名
が
元
立
ち
と
し
て
稽

古
に
参
加
し
た
。 

 

翌
28
日
は
、
午
前
の
稽
古
を
終
え
る

と
、
場
所
を
三
木
東
高
校
体
育
館
に
移

し
、
約
３
時
間
の
猛
稽
古
。
午
後
か
ら
三

木
高
校
も
参
加
し
、
活
気
あ
る
稽
古
会

と
な
っ
た
。 

 

最
終
日
の
29
日
は
、
昨
年
同
様
、
合

宿
の
締
め
く
く
り
と
し
て
三
木
東
高
校

体
育
館
で
練
成
会
を
行
っ
た
。
今
年
は

東
播
を
中
心
に
、
西
播
、
神
戸
、
阪
神
、

但
馬
、
丹
有
の
各
地
区
か
ら
20
数
校

230
名
が
参
加
し
て
終
日
練
習
試
合
を

行
い
、
合
宿
の
仕
上
げ
と
し
た
。 

世
話
に
当
た
っ
た
武
中
先
生
は
、
「多
く

の
三
木
剣
連
の
会
員
が
稽
古
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
て
、
生
徒
に
と
っ
て
は
稽
古

そ
の
も
の
が
有
意
義
で
あ
っ
た
だ
け
で
は

な
く
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
、
大
変
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
例

年
以
降
も
出
来
る
限
り
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
語
っ
て
い
る
。

見事に準優勝した別所少年剣道教室 

合同合宿参加の高校剣道部員たち 



 
 

4 

  

『「相
手
を
思
い
や
る
心
」「感
謝
の
心
」

剣
道
を
通
じ
て
、
人
の
心
を
大
切
に
す

る
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
』。
部
創
設

時
、
指
導
者
の
澤
田
薫
氏
や
保
護
者
の

願
い
は
『剣
心
』と
い
う
二
文
字
に
し
た

た
め
ら
れ
た
。
会
場
正
面
に
団
旗
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
エ
ン
ジ
に
白
抜
き
の
そ

れ
は
、
延
喜
式
内
社
と
し
て
の
格
式
あ

る
御
坂
神
社
の
当
時
の
宮
司 

松
下
俊

彦
氏
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
来

三
十
年
、
部
の
象
徴
と
し
て
、
ま
た
、
厳

か
な
存
在
と
し
て
常
に
志
染
の
剣
士
達

を
見
守
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

平
成
２４
年
１
月
１４
日
（土
）志
染
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
創
立
三
十
周
年

記
念
剣
道
大
会
が
、
日
々
の
活
動
拠
点

と
し
て
い
る
志
染
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。 

試
合
に
先
立
ち
行
な
わ
れ
た
開
会
式

で
は
、
赤
松
保
護
者
会
代
表
挨
拶
の
後
、

指
導
に
携
わ
る
澤
田
氏
、
木
下
穂
玄
氏

等
、
六
名
の
指
導
者
へ
感
謝
品
の
贈
呈
、

来
賓
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
志
染
橘
田

会
長
、
三
木
市
剣
道
連
盟
高
橋
会
長
、

志
染
小
学
校
藤
井
校
長
、
志
染
中
学
校

井
上
校
長
、
三
木
市
剣
道
連
盟
安
栖
指

導
部
長
各
氏
か
ら
激
励
の
お
言
葉
を
頂

い
た
。
特
に
高
橋
剣
道
連
盟
会
長
か
ら

は
、
創
部
以
来
一
貫
し
た
「基
本
中
心
の

稽
古
法
」に
関
し
て
、
「弱
い
心
に
打
ち

克
ち
、
嘘
や
ご
ま
か
し
を
し
な
い
精
神

面
で
の
指
導
方
針
」に
対
し
て
賞
賛
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
。 

さ
ら
に
、
志
染
主
将
赤
松
伸
哉
君
の

力
強
い
選
手
宣
誓
に
引
き
続
き
、
開
会

式
直
後
に
は
四
年
生
指
揮
の
下
、
三
年

生
以
下
の
部
員
に
よ
る
「
木
刀
に
よ
る

剣
道
基
本
技
稽
古
法
」の
見
事
な
演
武

が
披
露
さ
れ
た
。 

試
合
は
二
コ
ー
ト
。
午
前
中
は
学
年

別
個
人
戦
か
ら
開
始
。
微
笑
ま
し
さ
が

随
所
に
見
ら
れ
た
低
学
年
、
試
合
を
重

ね
る
ご
と
に
飛
躍
し
た
中
学
年
、
逞
し

く
躍
動
感
溢
れ
る
高
学
年
。
指
導
者
や

保
護
者
、
多
く
の
観
戦
者
を
釘
付
け
に

し
た
試
合
内
容
に
会
場
か
ら
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
た
。
昼
食
を
は
さ
ん

だ
午
後
は
団
体
試
合
。
先
鋒
素
振
り
勝

負
、
三
将
に
は
指
導
者
が
入
る
七
人
戦
。

否
が
応
で
も
教
室
全
体
の
対
抗
心
が
前 

面
に
出
さ
れ
、
応
援
者
の
過
熱
ぶ
り
も

尋
常
で
は
な
く
な
る
。 

 

先
生
と
一
緒
に
出
場
す
る
安
堵
感
溢

れ
る
小
学
生
に
対
し
て
、
心
地
よ
い
緊

志志
染染
スス
ポポ
ーー
ツツ
少少
年年
団団  

創創
立立
三三
十十
周周
年年
記記
念念
剣剣
道道
大大
会会  

――
まま
っっ
すす
ぐぐ
剣剣
道道
のの
真真
骨骨
頂頂
をを
発発
揮揮
――  

志染スポ少剣道部の選手たち 

「30周年記念大会」参加者全員で記念撮影 

団体戦に出場した志染Ｂチーム 
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張
感
が
漂
う
指
導
者
。
試
合
に
臨
む
凛

然
た
る
態
度
、
面
タ
オ
ル
を
着
す
一
挙

一
動
、
立
礼
か
ら
蹲
踞
に
至
る
所
作
、

試
合
開
始
直
後
に
発
せ
ら
れ
た
迫
力
の

気
勢
、
隙
を
突
く
ひ
と
太
刀
、
同
じ
試

合
場
、
間
近
で
見
る
先
生
の
立
ち
居
振

る
舞
い
は
、
応
援
す
る
小
学
生
達
に
と
っ

て
お
手
本
と
な
り
剣
道
修
行
の
上
で
、

大
き
な
財
産
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。 

決
勝
戦
は
優
勝
候
補
筆
頭
の
吉
川
に

競
り
勝
っ
た
三
木
中
央
と
地
元
志
染
。

予
選
も
同
一
リ
ー
グ
で
再
度
の
対
戦
と

な
る
。
先
鋒
戦
、
素
振
り
の
見
極
め
に
目

を
光
ら
せ
る
審
判
。
互
い
に
退
か
な
い

低
・中
学
年
。
息
つ
く
暇
も
な
く
俊
敏
に

動
く
中
堅
の
高
学
年
。
観
客
を
陶
酔
さ

せ
た
指
導
者
の
対
戦
。
勝
敗
を
左
右
す

る
一
戦
と
な
っ
た
六
年
生
対
決
の
副
将

戦
。
コ
ー
ト
周
辺
で
手
を
合
わ
せ
て
祈

る
保
護
者
。
声
を
嗄
ら
し
声
援
す
る
Ｏ

Ｂ
達
。
笑
顔
で
拍
手
す
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
指
導
者
か
ら
飛
ぶ
叱

咤
激
励
。
取
り
囲
む
熱
気
に
よ
り
、
手

狭
な
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
最
高
潮
に

達
す
る
中
、
チ
ー
ム
の
期
待
を
一
身
に

背
負
っ
た
大
将
戦
へ
と
突
入
し
た
。
互
い

に
技
を
繰
り
出
す
そ
の
一
戦
は
瞬
く
間 

 

に
二
分
が
経
過
、
笛
の
合
図
と
と
も
に

志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
の
優
勝

が
決
定
し
た
。
「真
っ
直
ぐ
、
大
き
く
、

大
き
な
気
合
い
で
打
つ
」創
設
時
よ
り
揺

る
ぎ
な
い
そ
の
指
導
信
念
が
、
結
果
と

し
て
結
び
付
い
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。 

勝
利
へ
の
祝
福
と
健
闘
を
労
う
拍
手
、

勝
敗
に
関
係
な
く
出
場
し
頑
張
っ
た
全

選
手
に
対
し
て
の
温
か
い
エ
ー
ル
と
し
て

会
場
を
包
み
込
ん
で
い
た
。 

今
大
会
は
多
く
の
チ
ー
ム
を
招
待
す

る
大
規
模
な
記
念
大
会
と
は
違
い
、
日

頃
よ
り
親
交
の
深
い
市
内
教
室
の
み
を

迎
え
て
の
、
手
作
り
感
の
強
い
温
か
み
あ

る
大
会
で
あ
っ
た
。
当
日
の
穏
や
か
な
天

候
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
エ
ン
ジ
に

揃
え
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
の
出
迎
え

や
、
少
年
少
女
の
甲
高
い
お
礼
の
見
送

り
、
試
合
会
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
指
導
者
が
、
保
護
者
が
、
応

援
者
が
、
そ
の
場
に
い
た
誰
も
が
、
同
じ

よ
う
に
和
み
の
空
気
を
感
じ
取
っ
た
に

違
い
な
い
。 

「相
手
を
思
い
や
る
心
」「感
謝
の
心
」

ま
さ
に
『剣
心
』の
教
え
が
凝
縮
し
た
大

会
で
あ
り
、
今
後
脈
々
と
受
け
継
が
れ

る
事
で
あ
ろ
う
。 

＊ 

入
賞
者
・入
賞
団
体 

【小
学
１
・２
年
】①
照
井
葉
生
（志
染
）

②
菅
結
珠
葵
（自
由
）③
川
﨑
和
（吉

川
）、
多
鹿
伯
（口
吉
川
） 

【
同
３
・
４
年
】
①
橋
間
祐
仁
（
吉
川
）

②
稲
岡
拓
海
（
別
所
）
③
森
岡
祥
平

（緑
が
丘
）、
二
杉
晃
平
（別
所
） 

【
同
５
・
６
年
】
①
赤
松
伸
哉
（
志
染
）

②
日
高
翔
磨
（三
木
中
央
）③
生
友
佑

磨
（別
所
）、
池
田
聖
彬
（吉
川
） 

【小
学
女
子
】①
三
藤
暢
子
（吉
川
）②

宮
田
七
海
（自
由
が
丘
）③
福
田
知
世

（同
）、
シ
ュ
レ
ス
タ
里
咲
（志
染
） 

【団
体
】 

①
志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部 

②
三
木
中
央
少
年
剣
道
教
室 

③
吉
川
剣
道
少
年
団
、
三
木
別
所
少

年
剣
道
教
室 

第
９９
回
級
位
認
定
審
査
会 

平平平
成成成
１１１９９９

年年年
度度度
以以以
来来来
、、、
４４４
年年年

振振振
りりり
ののの
受受受
審審審
者者者
数数数
増増増
加加加   

去
る
２
月
２６
日
に
三
木
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第

９９
回
三
木
市
剣
道
連
盟
級
位
認
定
審

査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
受

審
者
の
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
第
９８
・
９９
回
と
２

回
連
続
で
３０
名
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
別
表
に
あ
る
よ
う
に
５

級
の
受
審
者
が
１９
名
と
多
く
、
今
後

の
発
展
を
予
感
さ
せ
ま
す
。 

審
査
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
三
木
市

剣
道
連
盟
高
橋
会
長
よ
り
、
大
き
な
目

標
を
持
っ
て
、
色
々
な
こ
と
を
行
っ
て

ほ
し
い
。
大
き
な
目
標
は
、
小
さ
な
目

標
の
積
み
重
ね
で
、
試
合
で
勝
つ
こ
と

も
、
こ
の
昇
級
審
査
で
合
格
す
る
こ
と

も
、
小
さ
な
目
標
の
ひ
と
つ
で
す
。
普

段
か
ら
、
先
生
の
言
わ
れ
る
こ
と
を
良

く
聞
い
て
稽
古
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

今
回
の
受
審
に
あ
た
っ
て
は
、
大
き
な

声
を
出
し
て
、
全
員
が
合
格
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
の
お
言
葉
が

あ
っ
た
。 

審
査
の
結
果
は
全
員
合
格
で
あ
っ
た
。

し
か
も
採
点
結
果
は
、
ほ
ぼ
全
員
満
点

で
し
た
。
こ
の
合
格
率
が
高
い
の
も
最

白熱した試合 面決まる！ 



 
 

6 

近
の
傾
向
で
す
。
そ
の
要
因
を
前
回
の

審
査
会
で
高
橋
会
長
が
、
開
会
の
挨
拶

で
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
「
指

導
者
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
受
審
者
の
技
術
レ
ベ
ル
が
向
上
し

て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
も
同
じ
く
、
先
生
方
の
指
導
を
良

く
聞
き
、
受
審
者
が
頑
張
っ
た
た
め
、

合
格
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

２
級
・
３
級
に
は
、
「
木
刀
に
よ
る

剣
道
基
本
技
稽
古
法
」
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
、
講
習
と
し
て
行
わ
れ
、

檜
皮
先
生
・
田
畑
先
生
が
主
体
と
な
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
級
は
９
本
ま
で
、

３
級
は
６
本
ま
で
で
す
。
各
自
教
室
で

稽
古
さ
れ
て
、
こ
の
審
査
会
に
臨
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
と

こ
ろ
が
あ
り
、
両
先
生
か
ら
厳
し
く
指

導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
近
、
昇
級
審
査
会
終
了
後
に
は
、

短
時
間
で
す
が
合
同
稽
古
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
、
午
後
か
ら
「
三
木

市
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
交
流
小
学
生

剣
道
大
会
」
も
あ
り
、
昇
級
審
査
を
受

審
す
る
者
だ
け
で
な
く
、
各
教
室
の
生

徒
が
集
ま
り
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
午

後
か
ら
の
試
合
に
向
け
て
、
汗
を
流
し

な
が
ら
稽
古
し
ま
し
た
。 

（報
告 

少
年
部
長 

大
柴
敏
昭
） 

平
成
24
年
度
、
三
木
市
剣
道
連
盟

最
初
の
事
業
で
あ
る
審
判
講
習
会
が
去

る
４
月
15
日
（日
）、
午
前
９
時
か
ら

三
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
市
内
の
高
校
剣
道
部
員
、

一
般
会
員
合
計
約
６０
名
が
集
ま
り
、

審
判
員
の
心
が
ま
え
な
ど
に
つ
い
て
講

話
と
実
技
講
習
を
受
け
た
。 

小小
椋椋
治治
朗朗
・・田田
畑畑
修修
両両
氏氏

がが
懇懇
切切
丁丁
寧寧
にに
指指
導導  

  

こ
の
日
の
講
師
を
お
願
い
し
た

の
は
、
三
木
市
剣
連
成
人
指
導
部

副
部
長
の
小
椋
治
朗
氏
（
教
士
７

段
）
と
同
指
導
部
田
畑
修
氏
（
錬

士
７
段
）
。
二
人
は
去
る
３
月
、

大
津
市
で
行
わ
れ
た
全
剣
連
主
催

の
剣
道
社
会
体
育
指
導
員
養
成
講

座
の
上
級
講
習
を
受
講
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
て
い
る
。 

小
椋
氏
は
講
話
で
「
審
判
を
さ

れ
た
方
に
聞
き
ま
す
。
『
剣
道
試

合
・
審
判
規
則
及
び
細
則
』
を
よ

く
読
ん
で
審
判
を
し
て
い
ま
す

か
？
審
判
の
在
り
方
は
す
べ
て
こ

の
本
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
と
に

か
く
熟
読
し
て
理
解
す
る
こ
と
」

と
座
学
の
重
要
性
を
強
調
。
ま
た
、

田
畑
氏
は
、
「
審
判
員
が
旗
を
上

げ
た
後
で
も
、
選
手
の
動
き
か
ら

目
を
離
し
て
は
い
け
な
い
。
試
合

者
と
同
じ
く
、
『
審
判
の
残
心
』 

              が
大
切
」
と
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
。
二
人
は
実
技
講
習
で
も

挙
動
、
立
つ
位
置
、
有
効
打
突
の

見
極
め
、
規
則
の
解
釈
な
ど
細
部

に
わ
た
っ
て
指
導
。
懇
切
丁
寧
、

充
実
し
た
内
容
に
時
間
が
足
り
な

い
ほ
ど
だ
っ
た
。
参
加
者
は
大
い

に
刺
激
を
受
け
、
学
び
の
大
切
さ

と
正
し
い
審
判
の
重
要
性
を
再
確

認
し
た
一
日
と
な
っ
た
。  

（
報
告 
澤
田 

薫
） 

「月
々
の
便
り
」 丹

野
骨
平 

謹
賀
新
年 

 

初
日
に
映
ゆ
る 

門
担
ぎ 

神
代
ゆ
偲
ぶ 

し
め
飾
り 

初
日
に
映
ゆ
る 

門
担
ぎ 

指
貫
脱
ぎ
て
や
っと
寛
ぐ 

初
日
に
映
ゆ
る 

門
担
ぎ 

苦
き
口
し
て
屠
蘇
祝
ぐ
児 

初
日
に
映
ゆ
る 

門
担
ぎ 

老
鶴
帰
心 

万
里
飛
ぶ 

初
日
に
映
ゆ
る 

門
担
ぎ 

子
の
触
り
来
る
太
刀
飾
り 

 

凍
月
の
悲
歌 

 

心
し
て
降
れ 

今
年
の
雪
よ 

家
亡
き
巷 

粧
は
ず
と
も 

心
し
て
降
れ 

今
年
の
雪
よ 

腹
は
く
ち
し
か 

子
ら
よ
皆 

心
し
て
降
れ 

今
年
の
雪
よ 

岡
に
登
り
し 

船
揺
る
る 

心
し
て
降
れ 

今
年
の
雪
よ 

流
さ
れ
し
妹 

冷
た
か
ら
む 

心
し
て
降
れ 

今
年
の
雪
よ 

髪
乱
れ
ど
も 

生
き
の
び
む 

平平平
成成成
222444
年年年
度度度   

審審審
判判判
講講講
習習習
会会会
ををを
実実実
施施施   


